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１．はじめに

遺跡から出土する文字資料の中に墨書土器がある。文字資料には他にも木簡などがある

が、遺物の残存は埋没状況に左右されるため出土しにくい。それに対し、墨書土器は遺物

の残存状態が埋没状況に影響されないため、遺棄されたままの状態で出土しやすい遺物で

ある。

墨書土器などの文字資料は都城近辺において出土例が多いが、畿内から離れた地域にお

いても、官衙や寺院といった文字を必要とする人々がいる遺跡の周辺やその近辺などで出

土事例は存在している。丹波国も例外ではなく、多くの墨書土器の出土事例が存在してい

る。

各地での発掘調査の蓄積によりこれらの墨書土器についての研究も進んできている。都

城における墨書土器を集成・検討したものに『長岡京墨書土器集成』がある。これは長岡

京で出土した墨書土器を集成し、墨書されている土器の器種構成など長岡京における墨書

土器の様相について考察がなされている
（注１）

。全国における墨書土器や刻書土器をデータベー

ス化したものとして明治大学古代学研究所の「全国墨書・刻書土器データベース（2010）」

があり、インターネットで各地の墨書土器について検索できるようになっている。しかし、

丹波地域についてはデータベースの整備がまだ進んでいない状態である。また、各地での

出土事例に基づいて墨書土器に関する論文も多数出されているが、この地域について論述

した論文は存在していない。丹波国は畿内五か国に接する山陰道の第一国という重要な地

域であるにもかかわらず貴重な文字資料であるはずの墨書土器については各報告書で記述

されている内容以上のことはわからない状態である。以上の状態を解消するために丹波国

における墨書土器を集成し、出土遺跡の立地や出土遺構、器種構成などを概観することで

丹波国における墨書土器研究の一助としたい。

２．丹波国における墨書土器の出土遺跡

丹波国における墨書土器の出土事例を集成した結果、34遺跡において605点の墨書土器

の出土を確認した。郡ごとに細分すると、桑田郡が10遺跡186点、船井郡が2遺跡24点、天
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田郡が3遺跡14点、何鹿郡が5遺跡11点、氷上郡が10遺跡357点、多紀郡が4遺跡13点であっ

た。出土遺跡の立地を見ると、丹波国の中でも山陰道沿いの氷上郡や多紀郡、亀岡盆地が

ある桑田郡や船井郡の南部地域に多いことがわかる（第１図）。中でも氷上郡は突出して墨

書土器の出土遺跡が多く、丹波国内における墨書土器の出土数の半数以上を占める。氷上

郡には銅印や墨書土器・木簡などがまとまって出土した官衙遺跡の市辺遺跡など、多量の

墨書土器が出土した遺跡が多い。また、古代山陰道と多紀郡の長柄駅付近で分岐した丹後

支路が存在している。加えて、山陰道と河川が交流するような場所が多くみられるので、

丹波国の中でも交通の便が良い立地であったのではないかと考えられる。次に多い点数が

出土している桑田郡は、畿内と丹波国の出入り口に位置する場所であることから古来より

この地域の文化・政治の中心地であった。国府推定地や国分寺など当時の丹波国の公的施

第１図　丹波国墨書土器出土遺跡位置図
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設の多くは桑田郡に設置されている。このことから国府推定地周辺を中心に郡内にまんべ

んなく墨書土器が分布している。天田郡や何鹿郡の北部地域は出土遺跡数や点数が少ない

が、土師川や由良川などの河川に近い場所に分布している。これは南部地域が古代山陰道

を利用した物流や人の往来が盛んであったのに対し、大規模な河川にアクセスしやすい立

地の遺跡に官人など文字を利用していた人物がいたためではないかと考えられる。

郡名 遺跡名
種　　類 遺跡別      

出土点数
郡別

出土点数土師器 須恵器 緑釉
陶器

灰釉
陶器

施釉
陶器

無釉
陶器

桑田郡

千代川遺跡 ２ 87 2 7 1 68

186

佐伯遺跡 1 66 98
三日市遺跡 6 4
時塚遺跡 4 6
池尻遺跡 2 2
丹波国分寺 2 2
篠遺跡 2 2
河原尻遺跡 2 2
馬路遺跡 1 1
宮川遺跡 1 1

船井郡 八木嶋遺跡 23 23
24室橋遺跡 1 1

天田郡
土遺跡 12 12 14
石原遺跡 1 1
多保市城跡 1 1

何鹿郡

小西町田遺跡 5 5 11
高倉遺跡 3 3
綾中遺跡 1 1
石原遺跡 1 1
豊里中部地区所在遺跡 1 1

氷上郡

市辺遺跡 32 210 242 357
七日市遺跡 1 59 60
山垣遺跡 4 40 44
三ッ塚廃寺 2 2
長者ヶ野遺跡 2 2
本郷・寺ノ東遺跡 2 2
沢野遺跡 2 2
横田遺跡 1 1
梶原遺跡 1 1
平野遺跡 1 1

多紀郡
西浜谷下小西ノ坪遺跡 9 9 13
内場山城跡 2 2
西岡屋遺跡 1 1
下小野原散布地 1 1

計 42 552 2 7 1 1 605 605

付表１　丹波国墨書土器出土点数一覧表
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３．丹波国における墨書土器の傾向

丹波国における墨書土器の傾向

について概観を述べたい。出土し

た墨書土器の構成は須恵器が552点

（91％）であり、その他の土師器や緑

釉陶器などは須恵器に対して極少量

であった（付表１）。長岡京における

墨書土器の構成は須恵器と土師器が

半々に近い割合である
（注１）

のと比べて大

きな違いがみられる。この傾向が丹

波国だけのものであるのかどうかは

ほかの地域と比較検討していく必要

があると思われる。

出土した墨書土器を器種別にみる

と、須恵器杯身が371点（61％）、須

恵器杯蓋が118点（19％）となってお

り、他の器種は多いものでも５％未

満であった。これらの記載位置は底

部外面や外面、体部外面など土器の

外側に書かれているものが８割以上を占めていた（付表２）。墨書土器が出土した遺構をみ

ると、溝が211点（35％）、河道が210点（35％）、包含層が101点（17％）であった（付表３）。

市辺遺跡で河道から「益利女」、「益女」、「益利」「女」など特定の個人を示すと考えられ

る墨書土器が76点出土している点は注目すべき事例である。「益女」は丹波国において最

多の29点が確認されている。市辺遺跡において「益利女」の派生と考えられる墨書文字が

多数確認できることからこの人物に関する何らかの祭祀が行われていた可能性が考えられ

る。このような人名を示すと考えられるような墨書土器は溝や河道などで出土している事

例が多いことから溝や河道など水の流れがあるような場所での祭祀などを想定することが

できる。

墨書されていた文字をみてみると、多くの墨書土器が出土している遺跡では同じ文字や

それに似たもの、欠損があるため確定できないが同じ文字ではないかと推定されるものな

どが多数見られた。氷上郡では七日市遺跡と山垣遺跡において「春部」「春マ」「春部郷」

など「春部」の地名がみられるものが29点確認できた。他にも地名が記されていると推測

種類 器種 記載部位 出土点数 計
土師器 杯身 底部外面 33 42

体部外面 5
皿 底部外面 3

不明 不明 1
須恵器 杯身 底部外面 337 371

底部内面 10
底部外面、底部内面 5
底部外面、体部外面 1
体部外面 18

杯蓋 外面 74 118
内面 40
外面、内面 4

椀 底部外面 9 14
体部外面 5

稜椀蓋 外面 1 1
皿 底部外面 14 16

体部外面 2
鉢 底部外面 1 1
壺 底部外面 2 2

不明 不明 29 29
緑釉陶器 椀 底部外面 2 2
灰釉陶器 椀 底部外面 6 7

皿 底部外面 1
施釉陶器 不明 底部外面 1 1
無釉陶器 椀 体部外面 1 1

計 605

付表２　器種別墨書土器出土点数表
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される墨書土器がいくつかみられた。

また、役職とみられる文字は千代川遺跡の「大長」や山垣遺

跡の「春里長」など数は多くないがいくつか確認できた。この

ほか、丹波国の広域にわたって複数の遺跡で見られた文字とし

ては「福」や「西」を使用した例があげられる。「福」は「長福」

や「福敷」、「正福」などのような吉祥句として使用されている

事例が26点が確認された。市辺遺跡の「長福」以外は桑田郡に

集中している点は注目する点である。「西」は１文字単独だけで

なく、「□西」や「西□」、「西家」などほかの文字と組み合わさ

れている事例もみられる。「西」と記された墨書土器は、６遺跡

で11点確認された。「西」は方位が連想されるが、丹波国におい

ては「西」を除くと七日市遺跡で出土した「南」と記された１

点以外に方位を使用した墨書土器はみられなかった。明治大学

のデータベースでは他の方位の文字も見られることから丹波国

において「西」という字には何らかの意味合いがあったのでは

ないかと考えられる。他にも５遺跡で17点確認された「大」、氷上郡の遺跡において９点

確認された「得」など複数の遺跡でみられる文字もあるので今後それぞれの遺跡における

墨書文字の検討などが必要である。

４．まとめ

集成作業の漏れや墨痕がみられるが細片であるため未報告の資料、報告書の作成時に墨

書に気づいていない事例などがある可能性が考えられるので実際に存在していた墨書土器

は今回集成作業により集計した605点よりも多くのものがあったのではないかと考えられ

る。しかし、私が墨書土器の集成作業を始める前に想定していたより多くの墨書土器が出

土しており、氷上郡でまとまった量の墨書土器の出土例があることが判明した。出土して

いる遺跡は古代山陰道沿いや大きな河川沿いなど交通の便が優れている地点で多く見ら

れ、このような場所に文字を使用していた人々がいたことが分かった。出土した墨書土器

をみると、土器の種類や器種に偏りがみられる。これが丹波国だけにみられる事であるか

どうかなど、今後検討が必要である。

今回遺跡ごとに個別の様相や墨書されている文字についての検討が行えなかったので別

稿においてまとめていきたい。

（あさだ・ようすけ＝宇治市歴史まちづくり推進課）

遺　　構 出土点
数

竪穴建物 3
掘立柱建物 8
柱　　穴 3
井　　戸 7
土　　壙 5
土器溜り 3
落ち込み 42

溝 211
遺 構 内 1
河　　道 210
流　　路 1
自然地形 1
包 含 層 101
攪　　乱 4
表　　採 1
不　　明 4

計 605

付表３ 遺構別墨書土器
          出土点数
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付表４　丹波国出土の墨書土器一覧１
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付表５　丹波国出土の墨書土器一覧２
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注１　中島信親2019「長岡京墨書土器集成」『向日市内臓文化財調査報告書』第110集（公財）向日市

埋蔵文化財センター
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